























































































































































　第３回の ｢野童いなか塾｣ は、｢昔の遊び体験｣ と
いう企画で、スライムや水鉄砲、紙飛行機などを自分
で工作したり、おはじき、ヨーヨー、けん玉、コマ回
しなどを使って遊びました。駄菓子屋さんが全盛の時
代に子どもだった大人にとって、往時をしのぶ特別の
感情からか、子どもより大人のほうが熱心だったとい
う評が広報誌15号でも掲載されています。
　第４回は、私たちが普段あまり行かない野殿にス
ポットを当て、｢野殿散策｣ を行ないました。歴史の
ある地域にふさわしく、弁天池、福常寺、六所神社な
ど見所満載の地域でした。私たちとはあまり交流があ
るとはいえないのに、そこに住む人たちも親しそうに
話しかけてくれる姿は印象的でした。
　第５回は、｢秋の自然観察会｣ で春にお出でいただ
いた自然観察指導員の方々に再度お願いして、アリジ
ゴクや虫こぶ、ザトウムシなど�市にいてはなかなか
お目にかかれない生き物の「冬に向かう」生態を観察
する機会を得ました。
　第６回は、桑子敏雄先生の集中講義の狭間をぬって、
｢ソバ打ち体験｣ を行ないました。また講義のあとに
は、夜は、NPO法人環境文明21の方々も列席して、
桑子先生を囲んでの座談会「空間が豊かであるとはど
ういうことか」というテーマで話をうかがいました。
桑子先生のやさしく語る哲学の面白さと深さに聴くも
のすべてが魅了されていました（詳しくは広報誌16号
をご覧下さい）。
　野殿童仙房生涯学習推進委員会主催で著名な落語
家桂雀々さんをお招きして、「五十歳五十ヵ所落語
会・地獄巡り」の独演会を開催しました。一時間半に
も及ぶ「地獄八景亡者戯」の噺は、中味の面白さは勿
論のこと、その語り口の面白さは、一緒に耳を傾けて
いた、日本語をわからない外国人にも好評でした。
（文責：前平　泰志）
�010��　活動一覧
５�1�日（土）
　第�回・野�いなか塾「�仙房地域散策」
６�26日（土）
　第１回・野�いなか塾「春の自然観察会」
　　協　力　NPO自然観察指�員��連絡会
７�24日（土）
　第５回　風と雲の広場（第２回・野�いなか塾）
　　「手づ�り村・ミニのどう～��る×�たら�×�なぶ～」
８�21日（土）
　第３回・野�いなか塾「昔の遊び体験」
10�23日（土）
　第４回・野�いなか塾「野殿地域散策」
11�１4日（日）
　桂雀々さん「五十歳五十ヵ所落語会・地獄巡り」
　　主　催　野殿�仙房生涯�習推進委員会
11�2�日（土）
　第５回・野�いなか塾「秋の自然観察会」
　　協　力　NPO自然観察指�員��連絡会
12�2�日（土）
　座談会「空間�豊かであると�どういうことか」
　　お　話　桑子敏雄先生
　　ゲスト　NPO法人環境文明21
　野�いなか塾・第６回「ソバ打ち体験」
通 年　��開発コ�キアム（���生）「ライフストーリー
を活�した地域生涯�習の実証的��ー野殿・�仙房地
域におけるエコミュージアム活動をフィールドとして」
報道　８�５日　NHK��放送局
　「ニュース610・�いちにち」（午後６：10～７：00）
�特・シリーズ絆
▶第５回・風と雲の広場「手づ�り村・ミニのどう」
▶桑子敏雄先生と一緒に「ふるさと見�け」
